
第三者レビュー制度実施に向けての検討課題

① 客観的な基準

●第三者レビュー制度自体の透明性・信頼性を確保するために必要

・環境報告書に記載する情報の作成・開示基準

　⇒現行の環境報告書ガイドライン及び環境パフォーマンス指標ガイドラインを発展させ、

基準化の検討

・環境報告書の記載情報のレビュー基準

　⇒第三者レビューワーキンググループを設置し、新たに検討

② 資格試験

●レビュー実施者を選抜のための具体的な試験制度の構築が必要

（資格要件、試験項目、選抜レベル、組織など）

③ 運営体制

●透明性を確保し、社会的な合意を得るような基準策定のあり方

●レビュー実施者の業務管理のあり方（レビューの質の管理を含む）

など
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